
令和４年度
校内研究報告会

令和５年３月１５日

栃木県立富屋特別支援学校



１ 目的

新学習指導要領の趣旨及び栃木県教育振興基本計
画の基本理念に則り、生きる力を育む教育を推進
するため、研究主題に基づき、教育課程上の課題
や成果について協議することにより、教育課程の
改善・充実に資する。

児童生徒の自信と意欲を育てる指導の充実を目指
し、研究主題に基づいた授業計画、実践、評価、
改善に組織的に取り組む。



２ 研究主題

Ａ
自立活動の指導における子どもの主体的な取り
組みを促す効果的な指導と評価の在り方

Ｂ
各教科等を合わせた指導における、各教科の基
礎的な知識・技能を確実に習得させるための個
に応じた効果的な指導と評価の在り方

Ｃ

社会的・職業的自立に向けて必要となる資質・
能力を着実に育成するための個に応じた効果的
な指導と評価の在り方



３ 研究計画
　　　　　年度

学校

課題

～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～ ～7月 8月 9月～

Ａ

Ｂ

Ｃ

「児童生徒が
主体的に取り
組める自立活
動の指導内容
の工夫」

「社会的･職
業的自立に
向け、生き
て働く力の
育成を目指
した指導内
容と評価の
工夫」

「各教科等にお

いて身に付いた
資質・能力の定

着を目指した、
生活単元学習

の効果的な指
導と評価の在り

方」

令和２（2020） 令和３（2021） 令和４（2022） 令和５（2023） 令和６（2024） 令和７（2025）

3  研究計画（案）

研究対象

・小学部
・教職員

・現状と課
題の確認

・課題設定
・研究の骨

子案作成

教
育
課
程
研
究
集
会

校

内

伝

達

会
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実

施

協

議

に

基

づ
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必

要

に

応

じ

課

題

の

修

正

・課題の明

確化と共通
理解

・「自立活

動」（特設）
年計の見直

し→ 実践

研究対象

・中学部

・現状と課
題の確認

・課題設定
・研究の骨

子案作成

研究対象

・高等部

・現状と課
題の確認

・課題設定
・研究の骨

子案作成

・課題の明確

化と共通理解
・新学習指導

要領を踏まえ

た年計の見直
し

・個に応じた

「職業」の指導

内容の検討

・課題の明確化

と共通理解

・「生単」の年間

計画の見直し

＊各教科との

関連を視点に

・研究対象単元
の焦点化と指

導方法の検討

・個に応じた

「職業」の指導
実践と評価

・検討と改善

・次年度実施

に向けた年計

の見直し

教
育
課
程
研
究
集
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高

・研究の

実践と評
価

のまとめ

・次年度
実施に向

けた年計

の見直し

教
育
課
程
研
究
集
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中

・研究実践内容と成果

の共有（小高）

研究対象

・中学部
・「★ 」における個に応じた

指導内容の検討と実践

＊卒業後の生活を見据えた
資質・能力の育成の視点に

・年計の見直し

★研究対象教科等については今
後、検討

教
育
課
程
研
究
集
会

高

教職員の「自立活動」に

関する研修の実施

研究対象

・高等部
・研究の方法、計画の作成

・主体的な取り組みを促す「自立活動」について

の研究の検討→実践→評価
・研究のまとめ

・「自立活

動」（特設）
指導内容

の工夫と

実践

・研究の

まとめ
・実践の継

続

・新年計による「生単」の実施
→評価→検討・改善→実施

・研究のまとめ
・実践の継続

・研究実践内

容と成果の共
有（中・小）

・小学部にお

ける課題と研
究の方向性

の検討

研究対象

・小学部

・研究計画

の作成
・「生単」の

年計、単元
の見直し

教
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究
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告

・研究実践内容

と成果の共有

（中高）
研究対象

・中学部
・研究の方法、計画の作成

・主体的な取り組みを促す

「自立活動」についての研
究の検討→実践→評価

・研究の

まとめ
・実践の

継続

教
育
課
程
研
究
集
会

中

・研究実践内

容と成果の
共有（高・中）

・中学部段階

での主題Ｃに
ついて、課題

の明確化と
研究の方向

性の検討

・研究計画の
作成

教
育
課
程
研
究
集
会

小

・新年計による「生単」の実施

→評価→検討・改善→実施

教
育
課
程
研
究
集
会

中

・研究のまとめ

・実践の継続

研究対象・小学部

・課題の明確化 ・研究計画作成
・「★ 」における個に応じた指導内容の検討と

実践 ＊卒業後の生活を見据えた資質・能力

の育成の視点に
・年計の見直し ・実践 ・研究のまとめ

★研究対象教科等については今後検討

研究対象・高等部

・研究計画の作成
・「生単」の実施→評価

→検討・改善→実施

・研究実践内容

と成果の共有
（小高）

・高等部における

課題と研究の方
向性の検討

・研究の

まとめ
・実践の

継続

・研究の

まとめ
・実践の

継続

教
育
課
程
研
究
集
会

小

・研究実践内

容と成果の共
有（中小）



４ 実践報告

【研究主題Ａ】高等部

学校課題
「児童生徒が主体的に取り組める

自立活動の指導の工夫」



（１）研究の主な内容

①研修

「自立活動」について

・教職員の意識の向上

②事例検討

・各課程、グループに分かれての検討

・個別の教育支援計画について

→実態把握、課題の抽出などの記入の仕方

→活用方法について



（２）今年度の取り組み

事例検討会（６月、７月）

 課程Ⅰ、課程Ⅱ（各学年ごと）、重複課程→1事例ずつ

 ・対象生徒の設定

 ・個別の教育支援計画様式２を基に実態把握

 ・ねらいと指導内容、手立てについて確認

 ＶＴＲによる検討

事例検討会②（11月）

これまでの指導経過についての報告及び検討

ＶＴＲによる検討



研修会 （２月）

個別の教育支援計画様式２について

・記入の仕方（実態把握と自立活動の中心的

課題）について各学年ごとに実施

・指導の評価と改善について（ＶＴＲによる

検討）

来年度に向けて



②事例検討
各グループから挙げられた対象生徒の課題

健康な体づくりの
知識と実践

身体の動き
心の安定と意欲

情緒の安定と
場に応じた適切な行動

言葉を使った他者とのやりとり

場に応じた
コミュニケーション

コミュニケーション

健康の保持

身体の動き

心理的な安定 人間関係の形成

課程Ⅰ

課程Ⅱ
１年

課程Ⅱ
２年

重複障害
課程

課程Ⅱ
３年

コミュニケーション

人間関係の
形成

人間関係の形
成

心理的な安定

身体の動き



【実践事例 １】
対象生徒：K．Y（高２・課程Ⅰ）

【実態】
・真面目で穏やかな性格であり、時と場に応じた言葉遣いや態度が身
に付いている。興味のある話題を中心に、周囲とコミュニケーション
をとることができるようになってきた。

・手先が器用で細かい作業を得意としている。集中力も高いが、効率
や時間を意識して取り組むことにはまだ課題がある。

・運動にはやや苦手意識があり、持久走など継続して体を動かし続け
ることが難しい。一方で床掃除や除草など、かがんだ姿勢で一定時間
作業に取り組むことはできる。

・家庭では様々な家事をこなしており、簡単な料理にも取り組んでい
る。栄養バランスが偏りがちだったが、この取り組みを始めてから
徐々に意識できるようになってきた。



【ねらい】

・体重管理や体調管理を行い、健康な体づくり
を意識することができる。

・健康な体づくりには、適度な運動やバランス
の取れた食事が重要であることを理解し、実践
しようとすることができる。



【指導内容と主体性を引き出す工夫】
指導内容 主体性を引き出す工夫

①食生活の管理
・毎日の食事の記録
・記録をもとに、毎朝担任や副担任と
話す時間を設けて栄養バランスや食事量
について確認

②体重の管理
・毎朝保健室に行き、体重を計測
・記録をもとに、養護教諭よりアドバイ
ス

↓
今後は日々の体重の変化をグラフにつけ
ることで、さらに分かりやすい形で
フィードバックできるようにしていきた
い

・毎日の食事について具体的に書き出すこと
で、自分の食生活の現状について理解しやす
くする。
・栄養バランスや量についてアドバイスをし
たり、自分で作れるような簡単な献立を提案
することで、実践してみようという意欲を引
き出す。
・数字という目に見える形で自分の状態につ
いて知ることで、増加したときに原因や今後
気を付けるべきことを考えるきっかけとした
り、減少したときには日々の努力が成果につ
ながっていることを実感しやすくしたりする。
・養護教諭からさらに専門的な立場でアドバ
イスをもらうことで、気付きを促す。



【実践の様子】

毎日の食事を記録して報告

保健室での体重測定

養護教諭からの助言

昨日はごぼうサラダ
を食べました。

以前より野菜のメニューが
増えてきていますね。

実習中は体を動かさない分、ご飯
を減らしたのは良いですね。



【生徒の変容】
本人の困り感

足の痛みが強くあり、体を動かしにくい状況

食生活の改善や運動の必要性について
本人と面談

取り組み①
毎日の食生活管理

取り組み②
毎日の体重管理

・毎日の食事の記録
・炭水化物の摂取量の見直し
・間食の見直し
・栄養バランスを考えた献立
・記録をもとにした担任、副担任、
養護教諭との面談

・毎朝保健室にて
体重測定
・毎月の体重の増減の
グラフ化

努力の成果が目に見えて分かったことで、本人の意識が向上し、さらに主体的な行動につながっている。



（３）研究の成果

事例検討会

実態把握

課題の抽出

評価

指導方法

小集団で行う
ことで・・・

いろいろな
視点

こんな場面で、こうすると
できていたよ。

その課題をクリアするに
は、○○の部分が育つ必

要があるね。

○○の場面は、苦手
だよね。△△できる
といいよね。

じゃあ〇〇ができるとい
いよね。

作業の時間にこういう支援を
したらどうだろう。

こんなことができるようにな
るといいね。

学級の係活動でも
取り入れられるか

も。

ここはできていたけど、課題
がまだ残ったかな。



個別の教育支援計画

様式２－１，２の活用

課題の捉え方 ねらい

記入の仕方

評価

明確化



（４）今後の課題

高等部段階での「自立活動」の理想と現実

社会生活が目前

・現場実習での事業所の評価
「〇〇ができていない。」
「△△をできるようにしてほしい」

本人の「主体性」
を生かして課題の解
決につなげられる

の？

小・中学部段階 「できることをふやす」
高等部段階 「できるようにならねば」



自立活動の理念
児童生徒がよりよく生きていくことを目指し、主体的な取り組みを促す指導

児童生徒の人生は
これからも続く
（学校生活は長い人生のほんの一部）

困難な場面で自ら動こうとする
原動力を育てる必要がある。

自信 意欲 主体性

「うまくいっているところ」→得意なこと好きなこと
「つまづいているけれどうまくいっているところ」→こうすればできる

を増やすことが、今後の社会生活で生かされる。



アンケート結果より

生徒のうまくいっているところに注目した実態把握や主体的な取り組みを促す指導
を多くの先生が意識して行っている



アンケート結果より
「合わせた指導」の
中で自立活動の指導
を行っているケース

が多い



きめ細かな実態把握

事例検討について

・個別の教育支援計画の活用
・研修の実施
・学年、課程ごとに共通理解
の場の設定

今年度の反省点を踏まえ
来年度も継続



【研究主題Ｂ】小学部

学校課題
「各教科において身に付いた資質・能力の
定着を目指した生活単元学習の効果的な
指導と評価の在り方」



（１）研究の主な内容

生活単元学習の各単元における系統性の検討

生活単元学習の各単元における各教科等との

関連の明確化と単元配列の工夫

各学年共通単元「買い物学習」での

授業実践と研究会



（２）今年度の取り組み

生活単元学習の各単元における系統性の検討

１段階から３段階までの系統性は？

単元名 ３観点 １段階 ２段階 ３段階

夏を
感じよう

【知・技】
夏の遊びに親しむことができる。夏の季節の特徴を知ることが

できる。
夏の季節の特徴や変化が分か
る。

【思・判・表】

夏の遊びを通して、教師と一緒
に楽しく活動することができる。

夏に関する活動を通して、身
近な集団の中で教師や友達と
活動することができる。

夏に関する活動を通して、
様々な集団の中で進んで活動
に参加することができる。

【学】

夏の季節に関心をもち、自分な
りの楽しく活動に取り組もうと
する。

夏の季節を知り、身近な人と
活動に取り組もうとする。

夏の季節が分かり、進んで活
動に取り組もうとする。

（例）

各学年の共通単元：季節単元・行事単元・買い物・お手伝い等

＊新学習指導要領に記された各段階の目標・内容をもとに作成



生活単元学習の各単元における各教科等との

関連の明確化

買い物学習

〇段階

算数科

国語科

生活科

その他の
教科等

学習内容は各教科
等の何の項目を含
んでいるか？

自立活動

各教科○段階での
ねらいは何か？



ワークショップでの作成シート【２段階】

単元指導計画

国語 生活

算数

例）算数
学習内容（付箋）

適切な金
額を支払
う

お店の
マークを
見つける

「算数」２段階の目標と内容
（学習指導要領より抜粋）

（数と計算＊金銭）
・金種を用いることができる。
・様々な種類の貨幣のもつ価値がわかる。
（数と計算）
・10までの数の概念や表し方がわかる。
・日常生活の事象について、物の数に着目し、
具体物や図を用いながら数の数え方を考える
ことができる。
（図形）
・身の回りの物の形に着目し、集めたり分類
することを通して、図形の違いがわかる。

決められ
た個数の
商品を買
う



「買い物学習」での授業実践
①各教科等との関連（国語）

国語「書くこと」のねらい【３段階】
○買い物に必要な物の名前を書くことができる。
○簡単な語句や短い文を書くことができる。

国語「読むこと」のねらい【３段階】
○買い物に必要な語句や看板を読み、必要な物
を選んだり行動したりすることができる。

【３段階】買い物手順表

【３段階】
コンビニ店内の文字表示



①各教科等との関連（算数）

算数「図形」のねらい【２段階】
○同じ形を捉えたり、形の違いを捉え
たりすることができる。
「数と計算」
○ものとものとを対応させ、ものの個
数が分かる。
〇金種が分かる。

算数「数と計算」のねらい【３段階】
○具体物や図などを用いて数を数えたり、計算したりすること
ができる。
〇金種や貨幣のもつ価値が分かる。
〇おつりを扱うことができる。

【２段階】金銭支払い時の教材
（硬貨マッチング）

【３段階】 買い物メモ
（品物の金額・使う硬貨）

【３段階】おつりはいくら？
（お金の数え表）



「買い物学習」での授業実践

②単元配列の工夫（小４）

９月 １０月

生単 「買い物をしよう」

国語

算数 「おかねのしゅるい」
＊新しい題材を設定

「おはなしできるかな☆☆」
（買い物に関する内容を含む）

国語「おはなしできるかな」

算数「おかねのしゅるい」



「買い物学習」での授業実践
③実体験に近づけた教材教具の工夫
小２ 模擬自動販売機 小６ コンビニ店舗の再現

音が鳴るボタン

実際に売られている飲み物
のペットボトル

実物サイズの取り出し口

実物に近い品物と陳列の工夫

弁当類

飲み物 レジコーナー

パン類



【実践例】

小６「校外学習へ行こう」

ねらい（＊買い物に関するもの【３段階グループ】）

①お店での買い物の手順が分かる。【知・技】

②目的に合わせた品物を自分で探し、一人で買い物が
できる。【思・判・表】

③買い物の手順が分かり、見通しをもって進んで取り
組もうとする。【学】



授業改善のポイント

実態別グループによる学習【各段階を意識した指導】

各教科（国語・算数）と関連づけた学習

コンビニをリアルに再現した教材の工夫



【実践の様子】
学習内容：
コンビニエンスストアでお弁当・飲み物・お菓子
を組み合わせて（予算1,000円）買う品物を探す

パンはどこで
すか？

何にしよう
かな？

買う予定の商品が
なくてもその場で
考えて選ぶ

並んでレジを待つ

レジで
店員さんとやりとりする

いりません。 お箸は付けま
すか？



＜児童の様子＞

〇実際の買い物場面に近い形での実践により、

買う予定の品物がないときは、店頭にある品物の中から選んだり、

レジで店員から聞かれたことに答えたり、困ったときには質問し

たりすることができるようになった。

〇繰り返しの実践により、

買い物の一連の流れが分かるようになり、自分から進んで買い物で

きる児童が増えた。（少ない支援で買い物ができるようになった。）

〇実態別グループで実践したことにより、友達の行動や発言を受けて

自分がどうするか考えるなど、互いに学びあう姿がみられた。



（３）研究の成果

単元におけるねらいの系統性

・共通単元で各段階を意識した指導
⇒ねらいに応じた学習内容と教材の工夫
着実な学習の積み重ねにつながる

１段階⇒２段階⇒３段階

・児童の実態がどの段階に該当している
かを把握すること
⇒個に応じた指導に反映される



各教科等との関連の明確化 単元配列の工夫

・教員の意識の向上
・教科を意識した教材教具の工夫
・生単 各教科との授業関連による相乗効果

⇒「わかる」授業は主体的に学びに向かう力に

「できた！」成功体験は自信と意欲へ

教科で定着した力は「生活で使える力」へ

わかった！
できた！



（４）今後の課題

効果的な学習形態の検討
各教科と関連させた
実態別グループでの授業

評価の在り方
振り返りシートや評価基準
の検討

単元指導計画の見直し
系統性を意識した指導内容
や時数等の検討



【研究主題Ｃ】中学部

学校課題
「社会的・職業的自立に向け、生きて
働く力の育成を目指した指導内容と
評価の工夫」



（１）研究の主な内容

①職員間での共通理解

②作業日誌の導入

③職業・家庭科の指導内容の見直し

④模擬即売会の実施



働くイメージをもつ
成功体験を積む
将来への夢を抱く

R3年度高等部の実践研究より 中学部研究日より

挨拶

コミュニケーション

社会性

健康

お金の扱い

①職員間での共通理解

（２）今年度の取り組み





②作業日誌の導入



作業学習

校内実習

働くための学習

・挨拶・報告・返事 ・時間内がんばる

・いろいろな作業に取り組む など

毎日 働くための学習

・体力、体調管理 ・責任をもって

・失敗してもがんばろうの気持ち

・自分から進んで ・誰かのために など

違いは？

「働くこと」
は？

③職業・家庭科の指導内容の見直し







事後学習（ワークシート）

＜おもて＞ ＜うら＞



事後学習（ワークシート）



④模擬即売会の実施

みんなが分かる

目標を意識した取り組み



④模擬即売会の実施

いいねチケットの導入

〇販売数が視覚的にわかる

〇模擬即売会とふよう祭で比較
できる



④模擬即売会の実施

〇 考える
〇 やる気になる
〇 動き出す



④模擬即売会の様子

いらっしゃいませ！
農園芸・エコ班です 接客の練習

「どうぞ！」



④模擬即売会 他の班の良いところを見つける

丁寧に扱おう

良い製品を作ろう



④模擬即売会 他の班の良いところを見つける

自己評価 他者評価 目指す自分



ふよう祭即売会の様子

こちらの製品がおススメです！

ありがとうございました！



作業製品購入者の感想

ランチョンマットとコースター
とても気に入って使っています
素敵な製品をありがとう



作業製品購入者の感想 おいしい野菜をありがとう！

リサイクル班のメッセージカードを添えて
窯業班のお皿をプレゼントしました！！

笑顔・元気な挨拶が

よかったです！！





作業日誌

職・家の見直し
模擬即売会

（３）研究の成果

目標の明確化
挨拶、報告

働くことの意義

働くイメージ、意欲



目標

実践

自己評価

他者評価

課題の

明確化自信と意欲

（３）研究の成果



（４）今後の課題

実践の場を広げる

長期的に継続する

普段の指導に
取り入れる

教材、マニュアル等
を引き継ぐ

自己調整力の育成 自立活動での実践へ

どこでも

ずっと

来年度！



５ 研究のまとめ
～チーム富屋で大切にしたいこと～

すべての指導目標の基本となるのは

子ども一人一人の

的確な実態把握

良いところ 興味・関心できること

に着目することを大切に!!



新学習指導要領における

主体的な学び 対話的な学び 深い学び

これらを実現
させるために

より良い改善を前向きに
【常にアップデートを！】

学習内容は？

教育課程は
適切？

各教科の時数は？

学習形態は？

新しい単元が
必要？



６ 今後の研究について

各研究主題 令和５年度継続

（２年計画の２年目）

＊教育課程研究集会
令和５年８月 研究主題Ａ・Ｃ 発表
（令和４～５年度の研究を発表予定）



おわりに
チーム富屋で

子どもたちに笑顔を


